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☆平成29年9月７日（木）13時00分より 

☆稚内総合文化センター 

【報告事項】 

○教育情勢について 

○会務・各部の活動について 

○文教施策懇談会・各課懇談会について 

○第60回道小教育研究宗谷・稚内大会について 

 

   

【協議事項】 

 ○各教育局・地教委への要望活動について 

  ○道小60周年記念事業について 

○道小60周年記念事業に係る経費について （基金管理運営委員会より） 

  ○第70回全連小北海道大会の進捗状況について 

  ○企画研修委員会より 

【連 絡】 

 ○第4回正副会長研修会・理事研修会について 

  ○第3回分科会運営者研修会について 

  ○開閉会式リハーサルについて 

  ○その他 

 

 

  

 

 

 

 
 平成 29 年 9 月 7 日（木），稚内総合文化センターにおいて第 3 回理事研修会が開催された。また，同日 15 時
からは第 60 回道小教育研究宗谷･稚内大会に向けた第３回分科会運営者研修会も開催された。 

 

１ 開会の言葉‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 荻原崇弘 副会長 

 

２ 会長挨拶（要旨） ‥‥‥‥‥‥‥‥ 角野 会長 

私の方から教育情勢について，大きく４点お話しする。 

１点目は，平成 29年度の全国学力・学習状況調査の結

果についてである。 

この「調査結果のポイント」については，皆様もご存知の

とおり，既に道教委のホームページに記載されている。道

教委の担当者からは，報道発表前に道小事務所におい

て，説明を受けている。この中で，担当者からは「北海道

小学校長会の学力向上の取組に本当に感謝しています。

校長会の努力なしには，このような改善傾向は見られなか

ったはずです。」とのお言葉をいただいた。本日は，担当

者から特にコメントのあった部分を説明させていただくの

で，予めお知りおきいただきたい。 

教育長のコメントでは，「全ての教科で全国平均以上に

達していないものの，全国平均正答率との差が小学校国

語Ａ・Ｂ，算数Ａ・Ｂ，中学校国語Ｂの５教科で縮まるととも

に，正答数の少ない児童の割合が減少するなど，改善の

傾向が見られます。」と記載されている。また，「とりわけ，

各教育委員会や学校において，継続的な検証改善サイク

ルの確率に向けた取組を着実に進めてきた結果，一定の

成果が現れてきたものと受け止めています。」としている。

教育長のコメントとほぼ同様の内容ではあるが，北海道小

学校長会宛にも文書をいただいている。調査を実施した

学校・児童数については，調査当日の悪天候のため実施

できなかった地域があったことを示している。 

先ほ ど の

教育長コメン

トにもあった

とおり，小学

校において

は ，小学校

国語Ａ・Ｂ，

算数Ａ・Ｂ全

てで右肩上

がりとなっており，改善傾向の状況が分かる。この経年変

化のグラフについては，二つほど留意点がある。１点目

は，数値が小数第１位まで示されていることである。今年

度から文部科学省の方針では，過度の序列化を防ぐため

に，数値の公表に当たっては整数で示すということになっ

ていたが，道教委においては，従来どおりの数値で示さな

ければ，経年の変化を表現できなくなるための措置として

いる。２点目は，折れ線グラフや棒グラフ等の数値は，札

幌市の結果も含めたものであるということである。これも同

様に，札幌市を含めなければ，経年の変化も比べることが

できないからとしている。ちなみに，札幌市においても，小

数第１位までを公表する。 

一方，全国の下位 25％と同じ正答数の範囲に含まれる

児童の割合についてであるが，小学校国語Ａにおいて

は，平成 27年度から 28年度にかけて 1.1ポイント減少し，

28年度から 29年度にかけても 0.8ポイント減少している。

同じように，国語Ｂにおいても減少している。同じく，算数

Ａ・Ｂにおいても同様に減少している。 
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児童生徒質問紙調査については，１日当たり３時間以

上，テレビやビデオ，ＤＶＤを見たり聴いたり，テレビゲー

ムをしたり，携帯電話等で通話やメールをしたりしている児

童の割合が，依然として全国平均より高いという課題を上

げていた。 

２点目は，「平成 30 年以降の全国学力・学習状況調査

について」である。この平成 29年 8月 22日付事務連絡文

書の内容については，皆様は既にご存知のことと思う。こ

のことについても，学力検査の結果と併せて，道教委の担

当者から説明を受けている。端的に言うと，学力検査の結

果活用に関わる小中学校の連携の取組を一時保留にす

るというものである。発端となったのは，平成 28年 12月 19

日付事務連絡文書である。この文書に記載されている個

人表コードの中学校への送付や個人票送付に伴う保護者

からの同意など，個人情報に関わる難しい問題が，当初

から指摘されていたところである。今後の動向を注視して

いかなければならない。 

３点目は，札幌市の「夏季休校日試行実施」の取組に

ついてである。札幌市教委では，今年度，８月 11 日から

13 日までの３連休に加え，10 日・14 日・15 日を学校裁量

によって休校日にできるようにして，教職員の負担軽減を

図ったというものだ。実施した日数については，203 校中，

3 日間とも休校とした学校は 168校，2 日間が 22校，1 日

のみが 11校，実施しない学校は２校となっている。 

また，通知の中に保護者向け周知文の文例が記載され

ている。市教委教職員課労務課の電話番号も掲載してい

たので，学校としては助かった。参考までに市教委の文例

を引用した本校の学校だよりを掲載している。なお，この

取組には，全員横並びでの休暇の取得など，今後の課題

も残っている。 

４点目は，文科省から出された資料についてである。こ

の資料は，少し時間が経ってしまったが，7月 11日に行わ

れた全国の小学校長・会長連絡協議会において，文部科

学省初等中等教育局教育課程課 白井教育課程企画室

長の行政説明で使われたものである。タイトルは，「中央教

育審議会における議論から改訂そして実施へ」となってい

る。説明のあった部分を何点か簡単にお話しする。 

まず，「社会に開かれた教育課程」についてである。ここ

では，職業体験学習の例を挙げて，地域の方々が学校に

協力するに当たって，学校が目指しているものを明確に示

すことが大切だと述べるとともに，教育課程における職業

体験学習の意味を，学校と地域が共有することの重要性

を強調していた。 

続いて，観点別学習状況の評価についてである。評価

の観点が３観点に整理されたことは，既に十分周知されて

きたところであるが，ここでは評価の在り方として，単元や

まとまりごとの中で行うことを確認していた。主体的・対話

的で深い学びの目指すところについては，具体的な事例

を説明していた。 

加えて，既に身に付けた資質・能力の三つの柱によっ

て支えられた「見方・考え方」が，習得・活用・探求という学

びの過程の中で働くことを通じて，資質・能力がさらに伸

ばされたり，新たな資質・能力が育まれたりし，それによっ

て「見方・考え方」が豊かなものになるという相互関係にあ

るという説明がなされていた。 

その一方で，「学習指導要領においては，長年，『見方

や考え方』といった用語が用いられてきているが，その内

容については必ずしも具体的に説明されてこなかった。今

回の改訂においては，これまで述べたような観点から，各

観点における『見方・考え方』とはどういったものかを改め

て明らかにし，それを軸とした授業改善の取組を活性化し

ようとするものである」との説明もあった。 

私たちは，実践を通して「見方・考え方」について，研究

を深めていかなければならない。 

以上，私の方からは，大きく４点について，お話しした。 

 

３ 議長選出 ‥‥‥‥‥‥‥‥  渡辺一弘 副会長 

 

４ 報  告  

(1) 教育情勢について‥‥‥‥‥  本間 事務局長 

国内の情勢から３点と道内の情勢をお話しする。 

最初に全国学力・学習状況調査の結果公表について

である。 

文部科学省は８月 28日に 2017年度の全国学力・学習

状況調査の結果を公表した。 

「道内公立小中学生の平均正答率は，中学の国語Ａ，

国語Ｂで全国平均と同じになった。小学の国語・算数全て

と中学の数学Ａ，数学Ｂは全国を下回ったが，全国との差

はおおむね縮小した。」との結果となった。文科省は平均

正答率について，これまで小数点第 1 位まで示してきた

が，本年度から『過度な競争をあおらない』として，都道府

県別は四捨五入した整数値で公表した。さらに政令都市

分，政令都市を除いた道府県の正答率も整数値で公表し

た。 

「道教委は経年変化の分析のため，独自に小数点第１

位まで算出。道内の平均正答率と全国との最大差は，小

学生で 2007年度の現行テスト開始以来最小の 2.4ポイン

ト，中学生も 1.2ポイントに改善した。」と分析している。 

今回の公表では，20 政令市別の平均正答率が初めて

示されたが，同じ道府県内の他地域に比べて高いケース

が目立ち，学力差が浮かんだ。一方，都道府県別の成績

では全体的に底上げが進んでいる。 

小学国語では，ことわざの理解や漢字の読みは大多数

の児童ができているが，記述式問題では明確な理由の提

示や，内容を整理して考えをまとめることに課題があった。 

小学算数では，小数の乗法などについては，大多数の

児童ができているが，二次元表の理解や割合の関係をと

らえて判断理由を文章にまとめることに課題があった。 

道内では，算数Ｂで「満月の見かけの大きさの違い」を

硬貨を使って説明する問題の正答率が 10.4％と低かっ

た。道教委は「算数・数学的な事象を身近なものとしてとら

え，自分の言葉で説明するような力をさらに身に付ける必

要がある」と指摘している。 

新聞を読む頻度とテストの正答率との関係を分析したと

ころ，頻度が高い子どもの方が正答率は高いとの結果が

出た。一方で，新聞を読む習慣のある子どもの割合は減

少傾向が続いている。
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部活動の時間と平均正答率との関係では，部活が１時

間以上２時間未満の生徒の平均正答率が国語，算数のＡ

・Ｂ問題のすべてで最も高いという結果も出ている。 

二つ目は，教員の働き方改革・長時間労働改善につい

てである。文部科学省は，2018 年度予算の概算要求で，

公立小中学校の教職員定数の 3,800 人増を盛り込むこと

を決めた。長時間労働が深刻な教員の働き方改革を進め

ると同時に，新学習指導要領に沿った授業を円滑に実施

できるよう，小学校で英語などを専門に教える「専科教員」

の増員を目指すのが柱である。また，いじめや不登校，貧

困といった課題に対応する要員も充実させる。さらに長時

間労働が深刻な教員の負担軽減に向け，配布物の印刷

や会議の準備などの事務作業を代行する「スクール・サポ

ート・スタッフ」を全国の公立小中学校に配置する方針を

決めた。大規模校を中心に 3,600 人の採用を想定。来年

度予算の概算要求に都道府県教育委員会の人件費補助

として盛り込んだ。 

教員の長時間労働の解消に向けた対策を検討している

中央教育審議会の特別部会は，タイムカードを使った勤

務時間の管理や，事務作業を代行する専門スタッフの配

置などを盛り込んだ緊急提言をまとめた。文部科学省は

提言を受け，来年度予算の概算要求に合わせて具体的

な対応の検討を進める。 

提言では，この他，勤務時間外に学校にかかってくる電

話の対応で勤務が長引かないように，留守番電話の設置

やメールでの対応も提案している。また，教員が休む時間

を確保するため，夏休みなどの長期休暇中に「学校閉庁

日」を設ける対策も示した。 

この夏，試験導入した札幌市教委での「夏季休校日」

は，全 315 校の 98.4％にあたる 310 校で実施した。また，

群馬県内全 35市町村でも閉庁日を設けた。 

今後も，教員の働き方改革・長時間労働改善に向けて

の様々な工夫や取組が文科省をはじめ，各自治体や教

育委員会で行われていくものと予想される。 

三つ目は，「児童虐待」についてである。 

16 年度，児童虐待は最多 12 万件となり，過去最多とな

った。集計を始めた1990年度から26年連続の増加してい

る。初めて 10 万件を超えた 15 年度と比べ，18.7％増え

た。また，虐待で亡くなった 18 歳未満の子どもは 84 人に

上り，心中が 32人，心中以外が 52人。心中では，実母の

6 割がうつ状態で，うち 2 割近くは産後うつと診断された。

道内でも昨年度比 1.24 倍の 4,821 件で，過去最多だっ

た。 

児童虐待に詳しい，西南学院大の安部計彦教授は「児

相だけに負担がいかないよう，地域や民間を巻き込むこと

が必要。社会全体で子どもを育てる意識が大切だ」として

いる。今まで以上に子どもたち，そして保護者の様子に目

を配っていくことが必要であると感じる。 

夏休み明けに自殺が多いことから，「夏休み明け 自殺

防げ」といった記事があるが，８月末から９月にかけて，中

高生の自殺の記事を目にし，残念に思う。 

その他，運動会での組体操，子どもの貧困，夏休みの

自由研究を親がサポートといった資料をお配りした。 

道内の情勢では，29 年度学校基本統計速報として，道

内の小学校は前年度より 13 校減少した。小学生は 35 年

連続減少が続いている。道内の小学生は 245,504 人で，

最多だった 59 年度の 810,298 人に比べると，約 3 割にま

で減ったことになる。深刻化する少子化を実感する。 

8月 4日に開催された道小・道中・道公教と道教委幹部

との文教施策懇談会については，各課懇談会の内容も含

めて 10 月末ごろに発行する「道小情報・道中だより」に掲

載する。 

(2) 会務・各部の活動について 

①会務日誌    ‥‥‥‥‥‥‥   川島 事務局次長 

 まず，7月14日に，第７回小中合同研修会と小中合同事

務局研修会・学習会を行った。小中合同学習会では，8月

上旬から始まる地区研に向けて，各地区から出された質

問や要望事項に対する回答内容について検討し，道小・

道中事務局員の貴重な研修の場となった。 

地区研は，8 月 1 日の上川地区と小樽市地区から始ま

り，8月 2日の後志地区と宗谷地区，2日の旭川市地区の

中学校，7日の日高地区，23日の根室地区，25日の釧路

・釧路市地区，9月 4日の旭川市地区の小学校，5日の渡

島・函館地区，6日札幌市地区の中学校の 11地区が終了

したところである。 

8 月 4 日には，文教施策懇談会・各課懇談会を無事に

終えており，このあと，全体会，各分科会の様子について

報告をしていただく。 

そして，本日，9 月 7 日は，第３回理事研修会と分科会

運営者研修会を開催し，いよいよ明日・明後日は，「第 60

回道小宗谷・稚内大会の開催」となる。 

②各部の活動について 

【経営部】      ‥‥‥‥‥大場 渉 経営部長 

本年度の「地区別教育経営研究会」については，各地

区の協力を得て，当初の計画通り実施されている。 

8 月 1 日の小樽，上川地区を皮切りに，開催順に 後

志，宗谷，旭川（中），日高，根室，釧路・釧路市，旭川，

渡島・函館，札幌（中）の各地区が終了している。 

今後，9 月 26 日の留萌地区から，今年度最終の札幌

（小）まで 8地区を残すところとなった。 

これまでの実施した地区からは，教育の今日的な課題

を中心に，大変有意義な研究会となっているという報告を

受けている。 

各地区研究会のまとめは，12 月から道小 HP に掲載す

る予定である。 

次に，「学校経営の資料」については，道中担当で作成

し，既に各地区の皆様に配付している。最新の資料も掲

載している。 

最後に，「法制研究集録第 48 集(補遺集)」は本年度，

道小が担当であり，現在，文科省・道教委から出された通

知・通達，告示等の資料をもとに作業を進めているところ

である。今後，平成 30 年 2月にお届けできるように計画し

ている。 

【研修部】      ‥‥‥‥‥‥福家 尚 研修部長 

研修部の活動について，４点報告する。 

１点目は，第60回北海道小学校長会教育研究宗谷・稚

内大会についてである。 

大会実行委員会との連携のもと鋭意準備を進め，大会 



  （平成２９年度 道小情報３号）                  平成２９年１０月 ６日発行（４） 

 

前日を迎えることがで

きた。大会要項にある

ように，各地区の理事

の指導の下，研究発表

の準備も整った。本大

会においても，「参画

型の分科会の充実」を

目指し準備を進めてき

た。これまでの各地区での取組に感謝するとともに，明日

からの研究協議が実り多いものとなるよう，協力をお願い

する。 

２点目は，大会の研究集録「小学校教育 別冊 54 号」

についてである。すでに執筆分担が決まり，大会終了と同

時に執筆を始め，12 月の発行を目指している。本大会の

様子や成果を道内の会員にお伝えできる，内容の充実し

たものになるようにと考えている。 

３点目は，全連小の教育改革等に関する調査について

である。各地区の研修部長を通して依頼し，100％回収で

き，既に全連小への送付を終えている。現在，全連小の

各委員会で分析を行っている。調査結果は文部科学省と

の文教施策に関する要望や協議等に活用される。調査結

果の分析等については，全連小より 3月に冊子となって届

く予定である。 

４点目は，道小ＨＰに掲載される「地区研究活動」の原

稿執筆依頼についてである。原稿執筆依頼を 10 月に再

度行う旨，既に各地区の研修部長にお知らせをしている。

この点を念頭におき，各地区の研究推進をお願いした

い。 

【対策部】      ‥‥‥‥‥‥中村 等 対策部長 

１点目は，6月 16日（金）に行われた全道会長研修会に

ついてである。これについては，9月末頃の道小情報特別

号として，その記録が届く予定である。かつては，教育北

海道の 11月号に掲載していたが，全道の校長先生にでき

るだけ早く情報提供するために，道小情報特別号という形

で，皆様のもとに届くように準備を進めている。 

２点目は，退職校長アンケートの集計と分析である。こ

れについても，全道会長研修会の記録と同様に，道小情

報特別号に掲載している。 

３点目は，文教施策懇談会・各課懇談会についてであ

る。対策部は，各課懇談会の「特別な配慮を要する児童

生徒への対応」「学びの支援のための条件整備」をテーマ

にした第３分科会を担当し，施策に対する質問を行い回

答を得ることができた。 

今後，平成 30 年度全道会長研修会に向けた共通話題

の集約などについて，文書での回答をお願いする予定で

ある。協力をお願いしたい。 

【情報部】      ‥‥‥‥‥‥山田幸俊 情報部長 

会報「教育北海道」320 号は 7 月 15 日発行した。既に

各地区の先生方にも届いていることと思う。321号は，原稿

の依頼がほぼ終わり，現在編集作業に入っている。退職

予定者の名前などについては，後日，地区の事務局長に

確認をお願いしたい。なお，合本する「道小結成 60 周年

記念特集」については，後ほど，浪岡情報部幹事から報

告する。 

「道小情報」については，各地区には電子データによる

送信を２回行った。各地区の情報担当の校長先生に配信

の協力に感謝している。この３回目の理事会の報告となる

道小情報３号も電子データで送信するのでお願いした

い。道小情報・道中だより「文教施策懇談会，各課懇談会

の報告」は10月下旬の発行予定である。この2つは，いず

れも紙ベースのものである。 

道小ＨＰは，アクセス数が 9 月 1 日現在，66,073 件とな

った。今回の道小教育研究宗谷・稚内大会の分科会 運

営概要の閲覧のため，ここ数日で大幅にアクセスが増えて

いる。各地区の広報担当者には，道小ＨＰ閲覧の案内に

感謝申し上げる。 

全連小関係では，小学校時報8月号に会員の声のコー

ナーに函館市立桔梗小学校 宮越忍校長が，また，特集

に道小副会長の札幌市立円山小学校 野寺克美校長が

書かれた記事が掲載されている。 
(3) 文教施策懇談会・各課懇談会について 

 平成 29年 8月 4日，道庁別館地下１階会議室で柴田教

育長を含め 19 名の幹部職員と文教施策懇談会が開催さ

れた。その後道庁本庁舎において，三つの分科会に分か

れて各課懇談会が行われた。 

全体会  ‥‥‥‥‥‥‥中村  等 対策部長 

第１分科会 ‥‥‥‥‥‥‥野寺克美 副会長 

第２分科会 ‥‥‥‥‥‥‥荻原崇弘 副会長 

第３分科会 ‥‥‥‥‥‥‥相座  豊 副会長 

詳細については，道小情報・道中だより号外「文教施策

懇談会，各課懇談会の報告」が 10 月下旬に発行予定で

ある。 

(4) 第 60回 道小教育研究宗谷・稚内大会について 

            ‥‥‥ 新井 研修部副部長 

 宗谷校長会の全面的なご協力の下，この後の分科会運

営者研修会をもつところまできている。これまで理事の皆

様には，研究の提言の趣旨説明者，提言責任者の立場

から研究発表の内容や大会要項の原稿などについて多く

のご指導をいただいている。また，分科会充実のため研究

発表者や司会者と連絡を取りながら読み上げ原稿の作成

等にもお力添えをいただいている。参会者に事前の道小

ＨＰ閲覧のお願いもしていただいた。感謝申し上げる。 

 いよいよ明日分科会が行われる。大会主題の究明に向

けて，学校の在り方・校長の在り方についての議論が深ま

るよう，更なるお力添えをお願いしたい。 

         ‥‥‥ 大島 朗 研究指名理事 

(1) 大会参加者数について 

大会参加者数は 561 名となった。期待数が 574 名だっ

たので，ほぼ達成することができた。 

(2) 分科会会場について 

分科会会場の変更はない。各会場使用物品は宗谷地

区司会者と連携を図り手配してきた。また，平日のため一

般市民が出入りすることへのご配慮をいただきたい。会場

には保安要員を配置する。ICT 機器の動作確認は，この

後行われる第３回分科会運営者研修会終了後，同じ会場

で実施する。運営者研冒頭にエプソンより機器の説明が

ある。
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(3) 庶務部関係 

受付等については記載のとおりである。物産展は地元３

社の協力を得て行う。 

昼食については，「大会主題趣旨説明」終了後，分科

会ごとに移動していただく。それぞれご案内する。プラカ

ードを持った担当者が先導する。 

(4) 駐車場について 

全体会場や分科会会場には駐車場がないので，指定

された駐車場を利用していただきたい。 

(5) 記念講演について 

写真撮影については川島先生のご了解をいただき冒

頭３分間は可能だが，著作権の関係上，その後の撮影，

録音並びに録画は禁止となっている。5 月 18 日の「週刊

新潮」に川島先生の特集記事が５ページ掲載されている。

北海道の子どもたちの課題解決に迫る内容になるのでは

ないかと期待している。 

(6) ２日目全体会前アトラクションについて 

稚内の５年生以上の子どもたちはほぼ全員が「南中ソ

ーラン」を踊ることができる。この稚内の郷土芸能「南中ソ

ーラン」を小中学生時代に踊り，高校・大学・社会人になっ

てもつないでいる団体である「南中ソーラン連」が２日目全

体会の前に本物の南中ソーランを発表する。 

(7) その他 

大会中に全国瞬時警報システム「Ｊアラート」による緊急

情報が流れたときには，中断してその指示に従うことにな

る。 

 

５ 協  議 

(1)各教育局・地教委への要望活動‥川島 事務局次長 

 まず，今年度行われた「文教施策懇談会及び各課懇談

会」の反省をまとめたので，それをもとに次年度の要望活

動につなげていきたい。 

次に，道教委が国へ提出する「平成 30 年度国の文教

施策および予算に関する提案・要望」の６項目の重点要

望事項，18 項目の一般要望事項を見ると，道小・道中・道

公教がこの春に道教委に要望したものが多く含まれてい

る。複数の項目に渡っているものもあるが，61％の項目が

何らかの形で反映されている。今年度は道教委独自の要

望が多かったが，私たちが提出した要望の６割弱が国へ

の要望に結びついていると考えられる。 

道小・道中・道公教が道教委に提出した要望書につい

ての回答は，前向きな回答と善処していく回答を合わせる

と 89％となり，提出した要望書が道教委の施策・予算策定

に確実に反映されていると考えられる。また，困難であると

いう回答が昨年に引き続き 0％となり，私たちの要望を却

下することなく，検討していく姿勢であることから，今後も引

き続き要望していくことが重要であると考える。ご協力をお

願いしたい。 

＜提案どおり進めることを確認＞ 

(2)60 周年記念事業について 

60 周年記念事業      ‥‥ 大石 会計理事 

道小 60 周年記念事業については，前回の理事研修会

で，60 周年記念誌の発行と式典及び祝賀会を挙行するこ

とについて了承されている。 

今回は，式典及び祝賀会の内容について，記念誌の編

集計画について提案したい。 

記念誌の編集計画については，この後，情報部浪岡幹

事から説明がある。また，記念事業の予算に関わっては，

基金管理運営委員長の佐藤理事から提案がある。 

それでは，平成 29 年 12 月 18 日（月）第４回理事研修

会終了後にホテル・ライフォート札幌にて開催する式典及

び祝賀会の内容について提案したい。 

出席者については，来賓として，道教委や学校関係，

協力団体も含め 14名程度，その他，道小の歴代会長，平

成 19 年度以降の会長・副会長，各地区校長会会長，平

成 19年度以降の事務局役員，現道小役員を考えている。

予想出席者数は 125名前後である。 

式典については，以下の次第で進める予定である。 

①開式の辞  ⑤来賓紹介 

②国歌斉唱  ⑥祝電・祝辞披 

③式辞   ⑦感謝状贈呈 

④祝辞   ⑧閉式の辞 

平成 19年度～平成 28年度までの会長，副会長の方々

に感謝状をお渡しする予定である。 

祝賀会については，以下の次第で進める予定である。 

①開式のことば ⑤祝宴 

②挨拶   ⑥乾杯・万歳唱和 

③祝辞   ⑦閉式のことば 

④祝杯 

＜提案どおり進めることを確認＞ 

60 周年記念誌編集計画案    ‥ 浪岡 情報部幹事 

基本的な考え方と編集方針は，前回提案したとおりであ

る。内容では，祝辞をいただく方が決まり，ご依頼を差し上

げている。 

PartⅠ研究活動では，平成 20 年度「檜山・江差大会」

～今年度「宗谷・稚内大会」の 10大会分をあゆみとして掲 

載する。 

PartⅡ組織活動では，重点対策活動として「学力向上

に対する取組」「広域人事，他管交流」「査定昇給・人事評

価制度」「会員減に伴う組織の再編，会費の値上げ」「地

区校長会活性化支援事業」の５点にしぼり，事務局の幹

事に執筆を依頼している。 

PartⅢ地区校長会の活動は，全 20 地区に執筆依頼を

出させていただいている。早くも４地区の原稿をお預かりし

ている。11 月末の締め切りまでに浪岡へデータを送って

いただきたい。 

最終 PartⅤ資料編の④統廃合一覧についてである。現

在事務所の鈴木主査が，この 10 年間の全地域の統廃合

校をまとめてくれている。今後まとめたものを各地区事務

局長様に送信するので，確認の上加除訂正のご協力をお

願いしたい。 

＜提案どおり進めることを確認＞ 

(3)60 周年記念事業に係る経費について 

‥‥佐藤寛之 基金管理運営委員会委員長 

本委員会では，60 周年記念事業に係る経費を道小基

金から拠出することについて，会長からの諮問により，8月 

４日に基金管理運営委員会を開催した。その中で，60 周

年記念事業の予算案を審議し，道小基金からの拠出につ
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いて検討したので，ここにご提案させていただく。まず，60

周年記念事業を実施するに当たり，道小基金から

2,000,000円を運営費として予算化した。 

支出の部では，記念誌発行費として 1,000,000円，式典

・祝賀会費として 1,000,000 円の予算を組んでいる。平成

19年度に行われた前回の 50周年記念事業では，記念誌

発行費として 2,000,000 円，式典・祝賀会費として

2,000,000 円，計 4,000,000 円の予算を組んでいたが，経

費削減と会費の値上げを実施している現在の道小の会計

状況を踏まえ，50周年より半分の予算額としている。 

これから，支出の部の項目ごとに，50 周年と比較して，

経費節減をした部分を説明したい。 

まず，支出の部の記念誌発行費の内訳では，印刷費を

800,000円としている。50周年では，別冊として発行したの

で，約 1,500,000 円の印刷費がかかっていた。今回は，教

育北海道 321 号の増刷版として発行するため，印刷業者

から 800,000円の見積額を提示されている。 

次に，記念式典・祝賀会費の内訳では，招待費を

150,000 円としている。50 周年では，約 900,000 円の招待

費がかかっていた。今回は、来賓と、同日に行われる第４

回理事研修会に出席していない現監査委員の旅費の支

出とするなど、最小限に抑えることとした。。 

また，記念品費では，過去 10 年間の会長・副会長にお

渡ししていた記念品費は 0 円として，感謝状だけお渡しす

るようにした。50周年では約 200,000円の記念品費を支出

して記念品を渡していた。 

このように，現在の道小の会計状況を考慮に入れなが

ら経費節減をして，予算書を立てている。予算は

2,000,000 円としているが，できるだけ支出をおさえ，残額

を返戻できるようにしたいとも考えている。これで，60 周年

記念事業に係る経費 2,000,000円として，道小基金からの

拠出することについて，提案したい。 

＜提案どおり進めることを確認＞ 

(4)平成 30年度全連小北海道大会の進捗について 

               ‥‥松村 事務局次長 

平成 30 年度第 70 回全連小研究協議会北海道大会に

向けての動向についてお伝えする。 

第１回準備事務局研修会を 8月 8日，函館市の八幡小

学校において，函館市小学校長会の準備委員 12 名，道

小事務局の準備委員 7名，計 19名が参加して行った。 

協議内容の一つ目は，大会案内・申込要領（いわゆる 2

点セット）の作成・発送についてである。 

函館市小学校長会によって，既に試案が作成されてお

り，11月 13日に開催する第２回準備事務局研修会までに

完成した原稿を集約して，ＪＴＢへ提出する。 

そして，ＪＴＢが印刷業者へ入稿し，12 月中旬までに道

小・函小によって校正を終了させ，1 月中に印刷完了，2

月にＪＴＢによって全国へ発送という予定である。宿泊・交

通については，ＪＴＢが担当，教育視察については，近畿

日本ツーリストが担当となっている。 

次に，「大会運営要項の作成」についてである。 

「大会運営要項」というのは，平成 30 年度に実行委員

会が取り組む業務の細案を綴ったもので，これを見るとす

べての動きが分かるという内部資料である。 

高知大会の運営要項を参考に目次を設定し，道小と函

小とで分担しながら，今年度中の印刷完了を目指す。 

次に，「大会宣言文」は，道小が中心となって取り組むこ

ととし，今年度内に，起草委員会の発足，宣言文素案の

作成の予定である。 

全連小佐賀大会の閉会式における「次期開催地挨拶」

については，佐賀の実行委員会から５分間以内で依頼さ

れている。 

角野会長が壇上で挨拶した後，バックのスクリーンに函

館紹介のＤＶＤを流し，終わりに，北海道の出席者全員が

後ろを向いて「よろしくお願いします」と挨拶するというパフ

ォーマンスを考えている。 

後援申請については，全８件のうち，現在，５件から承

諾済みの状況である。 

函館市小学校長会の準備委員の皆様が，着々と業務

に取り組み，具体化してくださっており，今後も，道小事務

局と連絡を密にとりながら，協力体制を強化して，計画的

に進めていきたいと考えている。 

  ‥‥新井 研修部副部長 

来年度の研究発表者並びに分科会における発表地区

は，資料のように既に決まっている。例年は，新年度にな

ってから研究発表者の氏名報告をしていただいているが，

来年度は全国大会ということもあるので，できるだけ早くか

ら研究発表の準備にとりかかりたいと考えている。ついて

は，10 月 30 日までに道小事務所あてにお知らせ願いた

い。 

＜提案どおり進めることを確認＞ 

(5)企画研修委員会より   ‥‥本間 事務局長 

 昨年度まで組織の在り方検討委員会という名称で活動

を行っていたが，今年度から名称を変えて企画研修委員

会としたい。 

 組織や活動の充実・改善を目的として委員会を設けてい

る。来年度の全国大会・全道大会の取組の充実を目指

し，できることを積み上げていきたい。 

 そこで，今年度もメンバーを構成して 3回ほど検討してい

きたい。ついては，お願いとして，メンバーは各ブロックより

1名，札幌より 1名，道小 5役としたいので，各ブロックから

1名選出してほしい。9月29日までに事務所の池田所長ま

で連絡してほしい。 

 第 1回の委員会は 11月頃を予定している。 

＜提案どおり進めることを確認＞ 

 

６ 議長退任 

 

７ 連    絡        ‥‥川島 事務局次長 

(1)第 4回正副会長研修会・理事研修会について 

(2)第 3回分科会運営者研修会について 

(3)開閉会式リハーサルについて 

(4)その他 

 

８ 閉会の言葉        ‥‥相座 豊 副会長 


